
第１回 五霞町役場庁舎等複合化基本計画検討委員会 次第 

 

 

日時 令和 5年 10 月 11 日（水） 

                      午前 10 時から 

場所 五霞町役場 2階 第 3会議室 

 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 委嘱状交付 

 

４ 委員長の選任 

 

５ 議  事 

 

（１）基本方針等の決定 

 

（２）主要事項の検討【 意見照会 】 

 

 ６ そ の 他 

 

 ７ 閉  会 



第1回　五霞町役場庁舎等複合化基本計画検討委員会　委員名簿

区分 職名 氏名

1号　学識経験者
学校法人ものつくり大学　技能工芸学部
建設学科　講師　博士

大竹　由夏

鈴木　喜一郎

新井　庫

行政区長会長 松本　章彦

文化協会長
江森　幸代
（第1回代理出席）

社会教育委員長 福嶋　四郎

民生委員児童委員協議会長 武藤　　孝

消防団長 松本　明夫

町民選考 三浦　力也

町民選考 並木　晴美

町民選考 青木　大輔

教育長 森田　恵美子

副町長 田神　文明

2号　町議会 五霞町議会議員

3号　各種団体

4号　公募委員

5号　町長が必要



 

 

 

 

 

 

 

五霞町庁舎複合化基本計画 

 基本計画策定委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 
令和５年 10 月 

五霞町 

 

 

 

資料１ 

-1-

第１回　五霞町役場庁舎等複合化基本計画検討委員会



 

 

目次 

第１ 基本方針等の決定 （基本構想 p.1） ..................................................................................... - 3 - 

１ 基本方針 （基本構想 p.38） .................................................................................................. - 4 - 
２ 計画地 （基本構想 p.48） .............................. エラー! ブックマークが定義されていません。 

第 2 主要事項の検討【意見照会】 .................................................................................................... - 5 - 

１ 施設規模 ...................................................................................................................................... - 5 - 

(1) 床面積の目標値 ....................................................................................................................... - 5 - 

２ 防災機能 ...................................................................................................................................... - 5 - 

(1) 災害対策活動拠点 ................................................................................................................... - 5 - 

３ 講堂機能 ...................................................................................................................................... - 5 - 

(1) 講堂の必要性 ........................................................................................................................... - 5 - 

４ 公⺠館機能 .................................................................................................................................. - 6 - 

(1) 図書室のあり方 ....................................................................................................................... - 6 - 

(2) 調理室、その他利用室 ........................................................................................................... - 6 - 

５ 議会機能 ...................................................................................................................................... - 6 - 

(1) 議場や委員会室機能の充実 .................................................................................................... - 6 - 

(2) ハードに縛られない傍聴機能 ................................................................................................ - 6 - 

(3) 町⺠利用を想定した機能 ........................................................................................................ - 6 - 

 

  

-2-



 

 

第１ 基本構想における検討の整理 （基本構想 p.1） 

本町では、「五霞町公共施設等総合管理計画」（以下、「総合管理計画」という。）を平成 29 年 3

月に策定した。また、総合管理計画に基づき、公共施設等全体の修繕・更新等の発生時期を見通し

たうえで、分野横断的な視点も踏まえながら、財政収支を意識した事業化を図るための実施計画と

して、五霞町公共施設等総合管理計画アクションプラン（以下、「アクションプラン」という。）を

平成 29 年 8 月に策定した。 

総合管理計画では、五霞町の維持修繕費は 40 年間で約 160 億円と試算されており、公共施設の

老朽化が進行し、厳しい財政状況や人口減少に逼迫していることからも極めて厳しい未来予測であ

ると述べられている。 

公共施設更新等に係る費用試算結果をふまえ、一般施設において将来の更新費用を削減するべ

く、目標のひとつに、「単体での建替えは行わず、統合・複合化を進めること」が掲げられてい

る。五霞町役場庁舎（以下、「役場庁舎」という。）及び五霞町中央公民館（以下、「中央公民館」

という。）においては、後述の施設面の問題を解消するだけでなく、平成 7 年の 10,312 人をピーク

に減少している本町の人口や近年各地で発生している災害を考慮し、新たなまちの拠点づくりとい

う観点や、建物用途や機能の面から両施設を複合化することが財政負担を軽減させるとともに利便

性を向上させると考えられ、また総合管理計画の施設別方向性としても定められている。 

このような背景を踏まえ、「五霞町役場庁舎等公共施設基本構想」（以下、「基本構想」という。）

を令和 2年 3 月に策定した。 

 基本構想で定めた基本的な事項は、下記に示すとおり。 

 

１ 基本方針 (基本構想 p.38)  
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基本方針等の決定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画地 （基本構想 p.48） 

5 つの候補地（中央公民館敷地、役場庁舎敷地、防災ステーション敷地、五霞東小学校敷地、Ｂ

＆Ｇ海洋センター周辺敷地）より比較検討を行い、中央公民館敷地を計画地として決定した。 

 

計画地  ： 茨城県猿島郡五霞町大字小福田 147-1，147-2，148-1 

都市計画区域 ： 市街化調整区域 

敷地面積  ： 約 21,200 ㎡（※1） 

建蔽率  ： 60％（※2） 

容積率  ： 200％（※2） 

前面道路  ： 一般県道西関宿栗橋線 
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（※１）

（※１）

※１　地区計画によって変更の可能性があります。



 

 

第 2 主要事項の検討【意見照会】 

１ 施設規模 

(1) 床面積の目標値（基本構想 p.54） 

総合管理計画の試算条件より、役場庁舎と中央公民館の合計延床面積の70％を目標値と定めた。 

 

延床面積の算定 ： 役場庁舎（2,168 ㎡）＋中央公民館（2,253 ㎡）＋中央公民館講堂（774 ㎡） 

＋倉庫類（406 ㎡）≒5,600 ㎡ 

5,600 × 0.7 ＝ 3,920 ㎡ ： 複合庁舎延床面積目標値 

※上記の目標値は、議論上の規模の上限となりますが、必要とされる機能等を確保するために上限を超え

ることも想定されます。 

 
 

２ 防災機能 

(1) 災害対策活動拠点 

①大規模な地震、水害等の自然災害時に、災害対策活動拠点として機能する施設とするために、

求めるべき安全性の水準の決定、備える設備、機能の設定が必要となります。 

 

②現状、中央公民館は災害時の避難所に指定されていますが、避難所機能と災害対策機能の両立

には困難を伴います。（避難所には多くの人が殺到し、災害対策の指揮系統にも混乱が生じるた

め。）どのように防災機能を整備するかの検討が必要です。 

 

 

３ 講堂機能 

(1) 講堂の必要性 

基本構想では講堂機能を持たない複合庁舎としました。面積の制約と使用頻度の低さによるもの

です。中学校の体育館、B＆G 海洋センター、ふれあいセンターなどに式典や記念事業の場所を代替

えする必要があります。また、選挙時における開票所やワクチンの集団接種会場など、頻度は低い

ものの広い空間が庁舎に必要という意見もあります。 
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４ 公⺠館機能 

(1) 図書室のあり方 

図書室は、これまで使用頻度が高くない用途でしたが、「町民の暮らしの拠点」としては必要不可

欠な機能と考えます。生徒の自習で利用できるスペースや、児童書が多く子どもの手に届くような

施設として、あたらしい複合施設の顔となるような配慮が必要です。 

(2) 調理室、その他利用室 

基本構想時の調査結果では、調理室の利用頻度が低いとされていることから、絵画や彫刻ができ

る創作室と統合を図りました。調理室の取扱いのほか、現状の機能に限らず、新しい機能を持った

個室を作るか検討が必要です。 

 

５ 議会機能 

(1) 議場や委員会室機能の充実 

議場内の家具は、可動式のものを採用し、登壇・対面併用式、円形方式等、目的に合わせたレイア

ウトが可能な議場とし、委員会室、議席等も含めて ICT 化を図ります。 

【可動式家具で構成した議場の例（愛媛県設楽町役場）】 

(2) ハードに縛られない傍聴機能 

ラウンジ等の共用スペースにモニターを設置して議会を中継し、視聴を可能とすることにより、議場内

で傍聴席を固定化することなく、簡易に議会の傍聴できるよう配慮します。 

現在の傍聴席 狭小で固定された座席、段差、仕切り等によるバリアフリーの阻害要因あり 

(3) 町⺠利用を想定した機能 

本会議場（委員会室を含む）は、閉会中に限り、町民等が多用途に活用できるよう整備することを

検討します。 
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狭い通路、固定された座席、段差、仕切り等（バリアフリー未対応）
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【第２　主要事項の検討　２　防災機能　関係】
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【第２ 主要事項の検討 ２ 防災機能 関係】 
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【第２ 主要事項の検討 ２ 防災機能 関係】 

 

  庁舎×公民館 複合事例における指定避難所登録状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２ 主要事項の検討 ４ 公民館機能 関係】 
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【第２ 主要事項の検討 ５ 議会機能 関係】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県 会津美里町における議場（フラットなフロアで、多目的な利用を想定している。また、傍聴席

とポールロープで仕切っている。） 
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